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宇
都
宮
市
長

佐 藤 市 長 の さ ま ざ ま な 活 動佐 藤 市 長 の さ ま ざ ま な 活 動

Ａ1 club 総会
４月11日 

Ａ1 club ゴルフコンペ
６月１日  

さとう栄一後援会総連合会・
役員懇談会

９月20日 

さとう栄一後援会総連合会
ゴルフコンペ

11月９日

さとう栄一市長を囲む
女性の集い

11月30日

▲全国市長会関東支部総会で挨拶する佐藤支部長 ▲市役所で求職相談ができます

▲おいしい果物を宇都宮へ

▲女性の前だと演説に熱が入ってしまいます ▲宇都宮後援会長として大勝利

▲東京築地市場で農産物のトップセールス

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
43
歳
で
宇
都
宮
市
長
に
な
り
10
年
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
皆
様
方
の
日
頃
か
ら
の
ご
支

援
・
ご
協
力
の
賜
物
と
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
振

り
返
り
ま
す
と
、
充
実
し
た
と
い
う
よ
り
も
無
我
夢
中
で
悩
む
暇

さ
え
な
く
全
力
で
走
り
抜
い
た
10
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
記
録
的
な
豪
雨
で
各
地
で
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
竜
巻
や
突
風
に
よ
る
被
害
も
生
じ
る

な
ど
、
異
常
気
象
や
自
然
災
害
へ
の
備
え
の
大
切
さ
を
改
め
て
認

識
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
地
が
東
京
に
決
ま
り
、
日
本
中
が
沸
き
ま
し
た
。
ま
た
、

個
人
消
費
の
改
善
や
輸
出
の
増
勢
に
よ
り
、
穏
や
か
で
は
あ
る
も

の
の
景
気
も
回
復
傾
向
に
な
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
続
き
ま
し

た
。

　
宇
都
宮
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
課
題
で
あ
る
超
高
齢
化
社
会
や

少
子
化
な
ど
に
よ
る
人
口
減
少
に
対
応
す
る
取
組
と
し
て
、
高
齢

者
が
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
や
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
、
質
の
高
い
教
育
を
受
け

ら
れ
る
環
境
の
充
実
、
更
に
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
や
バ
ス
路
線
・

地
域
内
交
通
に
よ
る
「
総
合
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
」
な
ど
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
宇
都
宮
市
が
持
続
的
に
発
展
で
き
る
よ
う
、
必
要

な
取
組
に
は
迅
速
に
対
応
し
、
市
民
の
皆
様
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

活 動 報 告

　
昨
夏
、
行
わ
れ
ま
し
た
参
議
院

選
挙
に
お
い
て
、
県
内
の
首
長
有

志
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
自
民
党

公
認
候
補
と
し
て
立
候
補
さ
れ
た

高
橋
克
法
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
の
大
半
の
首
長
が
後
援

会
長
と
な
り
、
各
市
町
に
お
い
て

圧
倒
的
な
得
票
で
の
当
選
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
県
内
首
長
の
代

表
と
し
て
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
の
11
月
30
日
に
「
さ
と
う

栄
一
市
長
を
囲
む
女
性
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
９
回

目
を
迎
え
、
370
名
を
超
え
る
方
々

に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
の

日
一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

参
加
者
の
歓
声
が
幾
度
と
な
く
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。

熱
く
燃
え
た
夏
の
参
議
院
選
挙

　
　
　
　県
内
の
各
市
町
で
完
全
勝
利

恒
例
の
「
女
性
の
集
い
」
盛
大
に
開
催

北
関
東
初
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
を

市
役
所
内
に
設
置

　
昨
年
の
８
月
21
日
の
早
朝
、
築
地
市
場
で
宇
都
宮
産

の
ナ
シ
な
ど
農
産
物
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
佐
藤
市
長

が
行
っ
た
。

　
J
A
う
つ
の
み
や
と
宇
都
宮
市
が
連
携
し
、
安
全
性

の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
今
回
が
２

回
目
と
な
る
。
佐
藤
市

長
は
競
り
に
掛
け
ら
れ

る
宇
都
宮
産
の
農
産
物

を
前
に
「
築
地
か
ら
全

国
に
向
け
て
宇
都
宮
の

お
い
し
さ
を
発
信
し
て

く
だ
さ
い
」
と
仲
買
人

に
訴
え
た
。

築
地
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
昨
年
５
月
16
日
に
全
国
市
長
会
関
東
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
、
新
支
部
長
に
佐
藤
市
長
が
選
出
さ
れ
た
。
総

会
に
は
119
人
の
市
区
長
ら
が
出
席
さ
れ
、
佐
藤
支
部
長

は
「
新
政
権
の
素
早
い
デ
フ
レ
対
策
な
ど
は
見
事
だ

が
、
国
が
地
方
公
務
員

の
給
与
削
減
を
求
め
、

地
方
交
付
税
を
削
減
す

る
関
連
法
案
を
成
立
さ

せ
た
こ
と
は
遺
憾
。
今

後
、
支
部
と
し
て
国
や

関
係
機
関
に
さ
ま
ざ
ま

な
要
請
を
し
て
い
く
」

と
語
っ
た
。

　
佐
藤
市
長
は
昨
年
の
９
月
３
日
に
山
形
県
の
東
根
市

を
訪
れ
、
出
荷
の
拡
大
を
要
請
し
た
。
東
根
市
は
サ
ク

ラ
ン
ボ
生
産
量
日
本
一
で
、
ぶ
ど
う
や
ラ
・
フ
ラ
ン

ス
、
リ
ン
ゴ
な
ど
四
季

さ
ま
ざ
ま
な
果
物
が
生

産
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤

市
長
は
「
宇
都
宮
市

民
・
栃
木
県
民
の
台
所

を
支
え
る
宇
都
宮
市
中

央
卸
売
市
場
に
、
お
い

し
く
新
鮮
な
果
物
を
出

荷
し
て
ほ
し
い
」
と
要

望
活
動
し
た
。

　宇
都
宮
市
と
栃
木
労
働
局
が
生
活
困
窮
者
の
就
労
を

支
援
す
る
窓
口
「
み
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
労
支
援
コ
ー

ナ
ー
」
を
市
役
所
内
に
設
置
し
た
。

　生
活
保
護
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
受
給
者
の
求
職

相
談
な
ど
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
。
自
治
体

庁
舎
に
常
設
さ
れ
る
の
は
北
関
東
で
は
初
め
て
で
、
全

国
で
は
35
番
目
に
な
る
。
佐
藤
市
長
と
坂
本
栃
木
労
働

局
長
が
市
役
所
で
協
定

書
を
交
わ
し
、
佐
藤
市

長
は
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
緊
密
に
連
携
し
、
細

や
か
な
支
援
を
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

お
い
し
い
果
実
を
求
め

東
根
市
へ
出
荷
拡
大
の
要
望

全
国
市
長
会
関
東
支
部
長
に
就
任

持
続
可
能
な
都
市
の
実
現

幸
せ
な
街
「
宇
都
宮
」
を
目
指
し
て



〈優先区間の概要〉

▲運行式で祝辞を述べる佐藤市長

▲北村会頭より要望書の提出

〈
岡
本
駅
東
口
整
備
イ
メ
ー
ジ
〉
〈
岡
本
駅
西
口
整
備
イ
メ
ー
ジ
〉

〈大谷スマートICイメージ図〉
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佐
藤
市
長
は
、
昨
年
11
月
の
定
例
記
者
会

見
で
、
宇
都
宮
市
が
導
入
を
目
指
す
Ｌ
Ｒ
Ｔ

に
つ
い
て
「
2
0
1
6
年
度
く
ら
い
に
は
着

工
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
効
果
を
考
え

る
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
し
て
い
き
た

い
」
と
し
て
早
期
開
通
に
期
待
を
寄
せ
た
。

今
後
、
国
や
県
・
市
町
、
交
通
事
業
者
な
ど

に
よ
る
法
定
協
議
会
を
設
置
し
、
計
画
区
間

や
実
施
主
体
、
交
通
結
節
点
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
連
携
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
後
、
国
か

ら
計
画
の
認
定
が
得
ら
れ
れ
ば
事
業
へ
着
手

と
な
る
。

　

宇
都
宮
市
は
、
Ｊ
Ｒ
岡
本
駅
の
周
辺
整
備
事
業
計
画
を
昨

年
の
12
月
20
日
に
策
定
し
た
。
計
画
は
駅
舎
を
橋
上
化
し
、

東
西
自
由
通
路
を
新
設
。
こ
れ
ま
で
岡
本
駅
は
東
口
の
み

だ
っ
た
た
め
、
西
口
を
新
設
し
、
更
に
は
東
西
の
広
場
を
整

備
す
る
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
利
用
し
や
す
い
多
機
能
ト

イ
レ
や
、
両
側
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
上
り
専
用
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
備
え
、
更
に
は
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
場

を
な
ど
を
設
け
、
歩
道
の
段
差
を
な
く
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
徹
底
。
来
年
度
に
着
工
し
、
2
0
1
6
年
度
に
は
す
べ

て
の
工
事
が
完
了
す
る
予
定
。

JR 

岡
本
駅
周
辺
を
開
発
へ

東
西
自
由
通
路･

西
口
広
場
を
新
設

　

上
河
内
地

区
で
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー

「
か
み
か
わ

ち
愛
の
り

ユ
ッ
ピ
ー

号
」
の
一
年

間
の
試
験
運

行
が
昨
年
の

10
月
１
日
か

ら
始
ま
っ

た
。
上
河
内

地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
で
佐

藤
市
長
も
出
席
し
運
行
式
が
行
わ
れ
た
。
宇
都
宮
市
内
で
は

10
路
線
目
の
地
域
内
交
通
と
な
る
。
セ
ダ
ン
型
タ
ク
シ
ー
２

台
が
利
用
者
の
電
話
予
約
に
応
じ
て
、
自
宅
と
事
前
に
設
定

し
た
目
的
地
を
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
で
結
ぶ
。
目
的
地
は
行
政
施

設
や
医
療
機
関
、
Ｊ
Ｒ
駅
な
ど
の
75
カ
所
で
、
月
〜
土
曜
日

の
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
、
１
時
間
間
隔
で
１

日
10
便
運
行
す
る
。
利
用
者
は
登
録
が
必
要
で
、
登
録
料
１

世
帯
年
間
5
0
0
円
、
運
賃
は
１
回
3
0
0
円
（
小
学
生

1
5
0
円
、
未
就
学
児
無
料
）
。

「
地
域
内
交
通
」
運
行
地
区
拡
大

上
河
内
地
区
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

　

2
0
2
0
年
度
ま
で
に
、
宇
都
宮
市
大
谷
地
区
の
東
北
自

動
車
道
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新
設
を
目
指

す
。
県
道
宇
都
宮
今
市
線
（
通
称
大
谷
街
道
）
と
の
結
節
点

に
建
設
す
る
方
針
を
固
め
た
。
市
内
中
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
向
上
し
、
大
谷
地
区
な
ど
へ
の
観
光
客
を
呼
び
込
め
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。
佐
藤
市
長
は
「
掲
げ
る
公
約
の
中
で
最

優
先
課
題
の
一
つ
で
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
新
設
に
よ
り
交
通

の
円
滑
化
や
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
が
狙
い
」
と
語
っ
た
。

大
谷
地
区
ス
マ
ー
ト
IC

２
０
２
０
年
度
完
成
を
目
指
す

　

昨
年
の
９
月
17
日
に
宇
都
宮
商
工
会
議
所
北
村
会
頭
ら
が

Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
事
業
に
向
け
た

要
望
書
を
佐
藤
市
長
に
手
渡

し
た
。
要
望
書
に
は
Ｊ
Ｒ
宇

都
宮
駅
西
側
の
早
期
整
備
や

Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
核
に
、
路
線
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
な
ど
公
共
交
通

が
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
計

画
な
ど
を
求
め
た
。
産
業
界

か
ら
も
L
R
T
に
熱
い
エ
ー

ル
が
送
ら
れ
て
い
る
。

産
業
界
か
ら
Ｌ
Ｒ
Ｔ
推
進
の
要
望
書

　

芳
賀
町
と
同
議
会
か
ら
昨
年
10
月
23
日
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
芳
賀

工
業
団
地
ま
で
延
伸
す
る
よ
う
求
め
る
要
望
書
を
豊
田
町
長

と
小
林
議
長
が
市
役
所
を
訪
れ
佐
藤
市
長
と
金
子
議
長
に
手

渡
し
た
。
豊
田
町
長
は
「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
は
渋
滞
緩
和
と
公
共

交
通
の
確
保
が
目
的
で
、
町
民
も
工
業
団
地
も
必
要
と
し
て

い
る
」
な
ど
と
述
べ
、
佐
藤
市
長
か
ら
は
「
芳
賀
町
の
事
業

参
画
表
明
を
歓
迎
し
ま
す
。
両
地
域
の
発
展
と
県
全
体
の
公

共
交
通
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
町
と
整
備
方
針
を

固
め
て
い
き
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
芳
賀
町
か
ら
延
伸
要
望

　

芳
賀
・
宇
都
宮
公
共
交
通
検
討
委
員
会
に
鹿
沼
市
・
真
岡

市
・
市
貝
町
・
茂
木
町
・
益
子
町
・
高
根
沢
町
・
上
三
川

町
・
壬
生
町
の
２
市
６
町
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
。

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
自

治
体
も
利
便
性
の
高
い
公
共

交
通
の
整
備
を
課
題
と
し
て

お
り
関
心
は
高
い
。
一
部
で

は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
県
央
地
区
の
東

西
で
横
断
さ
せ
て
Ｊ
Ｒ
や
東

武
鉄
道
、
更
に
は
真
岡
鐵
道

な
ど
に
も
結
節
す
る
構
想
も

あ
り
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
の
可
能
性
も
議
論
さ
れ

る
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
検
討
委
員
会
に
８
市
町
も
参
加

L
R
T
２
０
１
６
年
度
着
工
を
明
言

快
適
な
宇
都
宮
を
つ
く
る

各
地
区
で
交
通
網
充
実

夢
・
実
現
へ
再
加
速

約 13,740 人／日
15 か所（トランジットセンター５か所）
10編成
ピーク時６本／時
オフピーク時４本／時
100～400 円の料金帯で設定
約 31分
約 260 億円（うち、地方負担 130 億円）
収入：約 6.4 億円／年・支出：約 6.3 億円／年

●利 用 者 数

●停 留 場 数

●導 入 車 両

●運 行 頻 度

●運　　　賃

●所 要 時 間

●概算事業費

●収 支 予 測

JR宇都宮駅東口～宇都宮テクノポリスセンター地区　約12 km

※宇都宮市総合政策部ＬＲＴ整備推進室作成資料から

▲市町もLRTに熱い視線

【LRT導入ルート 参考図】

計画区間

延伸区間（案）

将来延伸検討区間

倶楽部
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宇
都
宮
市
長

佐 藤 市 長 の さ ま ざ ま な 活 動佐 藤 市 長 の さ ま ざ ま な 活 動

Ａ1 club 総会
４月11日 

Ａ1 club ゴルフコンペ
６月１日  

さとう栄一後援会総連合会・
役員懇談会

９月20日 

さとう栄一後援会総連合会
ゴルフコンペ

11月９日

さとう栄一市長を囲む
女性の集い

11月30日

▲全国市長会関東支部総会で挨拶する佐藤支部長 ▲市役所で求職相談ができます

▲おいしい果物を宇都宮へ

▲女性の前だと演説に熱が入ってしまいます ▲宇都宮後援会長として大勝利

▲東京築地市場で農産物のトップセールス

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
43
歳
で
宇
都
宮
市
長
に
な
り
10
年
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
皆
様
方
の
日
頃
か
ら
の
ご
支

援
・
ご
協
力
の
賜
物
と
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
振

り
返
り
ま
す
と
、
充
実
し
た
と
い
う
よ
り
も
無
我
夢
中
で
悩
む
暇

さ
え
な
く
全
力
で
走
り
抜
い
た
10
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
記
録
的
な
豪
雨
で
各
地
で
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
竜
巻
や
突
風
に
よ
る
被
害
も
生
じ
る

な
ど
、
異
常
気
象
や
自
然
災
害
へ
の
備
え
の
大
切
さ
を
改
め
て
認

識
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
地
が
東
京
に
決
ま
り
、
日
本
中
が
沸
き
ま
し
た
。
ま
た
、

個
人
消
費
の
改
善
や
輸
出
の
増
勢
に
よ
り
、
穏
や
か
で
は
あ
る
も

の
の
景
気
も
回
復
傾
向
に
な
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
続
き
ま
し

た
。

　
宇
都
宮
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
課
題
で
あ
る
超
高
齢
化
社
会
や

少
子
化
な
ど
に
よ
る
人
口
減
少
に
対
応
す
る
取
組
と
し
て
、
高
齢

者
が
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
や
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
、
質
の
高
い
教
育
を
受
け

ら
れ
る
環
境
の
充
実
、
更
に
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
や
バ
ス
路
線
・

地
域
内
交
通
に
よ
る
「
総
合
的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
」
な
ど
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
宇
都
宮
市
が
持
続
的
に
発
展
で
き
る
よ
う
、
必
要

な
取
組
に
は
迅
速
に
対
応
し
、
市
民
の
皆
様
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
大
き
な
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

活 動 報 告

　
昨
夏
、
行
わ
れ
ま
し
た
参
議
院

選
挙
に
お
い
て
、
県
内
の
首
長
有

志
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
自
民
党

公
認
候
補
と
し
て
立
候
補
さ
れ
た

高
橋
克
法
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
の
大
半
の
首
長
が
後
援

会
長
と
な
り
、
各
市
町
に
お
い
て

圧
倒
的
な
得
票
で
の
当
選
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
県
内
首
長
の
代

表
と
し
て
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
の
11
月
30
日
に
「
さ
と
う

栄
一
市
長
を
囲
む
女
性
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
９
回

目
を
迎
え
、
370
名
を
超
え
る
方
々

に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
の

日
一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

参
加
者
の
歓
声
が
幾
度
と
な
く
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。

熱
く
燃
え
た
夏
の
参
議
院
選
挙

　
　
　
　県
内
の
各
市
町
で
完
全
勝
利

恒
例
の
「
女
性
の
集
い
」
盛
大
に
開
催

北
関
東
初
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
を

市
役
所
内
に
設
置

　
昨
年
の
８
月
21
日
の
早
朝
、
築
地
市
場
で
宇
都
宮
産

の
ナ
シ
な
ど
農
産
物
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
佐
藤
市
長

が
行
っ
た
。

　
J
A
う
つ
の
み
や
と
宇
都
宮
市
が
連
携
し
、
安
全
性

の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
今
回
が
２

回
目
と
な
る
。
佐
藤
市

長
は
競
り
に
掛
け
ら
れ

る
宇
都
宮
産
の
農
産
物

を
前
に
「
築
地
か
ら
全

国
に
向
け
て
宇
都
宮
の

お
い
し
さ
を
発
信
し
て

く
だ
さ
い
」
と
仲
買
人

に
訴
え
た
。

築
地
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　
昨
年
５
月
16
日
に
全
国
市
長
会
関
東
支
部
総
会
が
開

催
さ
れ
、
新
支
部
長
に
佐
藤
市
長
が
選
出
さ
れ
た
。
総

会
に
は
119
人
の
市
区
長
ら
が
出
席
さ
れ
、
佐
藤
支
部
長

は
「
新
政
権
の
素
早
い
デ
フ
レ
対
策
な
ど
は
見
事
だ

が
、
国
が
地
方
公
務
員

の
給
与
削
減
を
求
め
、

地
方
交
付
税
を
削
減
す

る
関
連
法
案
を
成
立
さ

せ
た
こ
と
は
遺
憾
。
今

後
、
支
部
と
し
て
国
や

関
係
機
関
に
さ
ま
ざ
ま

な
要
請
を
し
て
い
く
」

と
語
っ
た
。

　
佐
藤
市
長
は
昨
年
の
９
月
３
日
に
山
形
県
の
東
根
市

を
訪
れ
、
出
荷
の
拡
大
を
要
請
し
た
。
東
根
市
は
サ
ク

ラ
ン
ボ
生
産
量
日
本
一
で
、
ぶ
ど
う
や
ラ
・
フ
ラ
ン

ス
、
リ
ン
ゴ
な
ど
四
季

さ
ま
ざ
ま
な
果
物
が
生

産
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤

市
長
は
「
宇
都
宮
市

民
・
栃
木
県
民
の
台
所

を
支
え
る
宇
都
宮
市
中

央
卸
売
市
場
に
、
お
い

し
く
新
鮮
な
果
物
を
出

荷
し
て
ほ
し
い
」
と
要

望
活
動
し
た
。

　宇
都
宮
市
と
栃
木
労
働
局
が
生
活
困
窮
者
の
就
労
を

支
援
す
る
窓
口
「
み
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
就
労
支
援
コ
ー

ナ
ー
」
を
市
役
所
内
に
設
置
し
た
。

　生
活
保
護
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
受
給
者
の
求
職

相
談
な
ど
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
。
自
治
体

庁
舎
に
常
設
さ
れ
る
の
は
北
関
東
で
は
初
め
て
で
、
全

国
で
は
35
番
目
に
な
る
。
佐
藤
市
長
と
坂
本
栃
木
労
働

局
長
が
市
役
所
で
協
定

書
を
交
わ
し
、
佐
藤
市

長
は
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
緊
密
に
連
携
し
、
細

や
か
な
支
援
を
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

お
い
し
い
果
実
を
求
め

東
根
市
へ
出
荷
拡
大
の
要
望

全
国
市
長
会
関
東
支
部
長
に
就
任

持
続
可
能
な
都
市
の
実
現

幸
せ
な
街
「
宇
都
宮
」
を
目
指
し
て


